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佐々木 里奈さん
ささき りな

コミュニティハウス悠優みふね
小規模多機能型居宅介護 

����年の敬老会でPowerPointを使い、スライドショーを作成し
ました。利用者様の日頃の様子やレクリエーション時の表情をス
ライドで紹介すると、ご家族様から「こんな表情をするんですね」
と喜んでいただけました。
笑顔を撮影するためには、「その方らしさ」を引き出す工夫が必
要。利用者様の生活歴を探り、例えば、以前先生をされていた方
には「先生」と呼び、釣りが好きな方には釣りの話をするようにし
ています。寝たきりで発語がなかった利用者様が、声かけで満面
の笑みを見せてくれたこともありました。

敬老会のスライドショー作成

利用者様に対して、どの職員がケアを行っても同じク
オリティのサービスを提供できる体制を整えています。
一歩間違えると命に関わる仕事です。そのため、報連
相をきちんと行うよう、周りの職員にも声かけを徹底。
また訪問支援で初めて自宅訪問したときは、訪問手順
書を作成・共有。薬の位置もご家族様の許可のもと写
真を撮り、視覚的に共有しています。さらに訪問先での
疑問は、その日のうちに情報共有と話し合いなどで解
決すべく努めています。

誰が担当しても安心な、仕組みづくり

私の発案で、ご家族様が利用者様の
普段の様子を知ることができるよう、
利用者様の写真とコメントを載せた
「広報」を発行しています。ご家族様
にもとても喜んでいただけており、現
在は数名で制作を担当しています。

ご家族様とつながる「広報」の発行
私は職員一人ひとりの多様性を重視し、得意なことを
最大限発揮できるよう、決して否定しない姿勢を心が
けています。失敗は次の学びにつながる「良い機会」と
捉え、アドバイスに変換して伝えることを意識。マネー
ジャーは、本号の巻頭インタビューにご登場の石山さ
んです。とても明るく懐が深いこともあり、職場に相談
しづらい雰囲気はまったくありません。

失敗を恐れず、多様性を重視する

例えば、パソコンの操作を教えるとき。相手が理解して
いないと感じたら別の言い方を模索します。私自身、パ
ソコンを始めたのが��歳で、独学で身につけたため、
わからないという気持ちはよく理解できます。ただ、で
きれば苦手なことに無理に取り組むより、得意なこと
を伸ばして自信をつけていただくことを優先したいと
考えています。

相手の理解に寄り添う

技術と人柄、一見異なる２つの強みを併せ持ち、新しいリーダー

シップのあり方を体現する佐々木さん。

職員一人ひとりの個性を尊重し、自身のパソコンスキルを活かして、

業務効率化とチームの団結力向上を図る佐々木さんの姿に

迫ります。

仕事で壁にぶつかったとき、気分が落ち込んでしまったとき……
そんなときに前向きな気持ちを取り戻すきっかけとなる「元気の源」。数多くの苦労を

乗り越えてきたベテラン職員の金光さんに、困難を乗り越えるためのヒントを伺いました！

かねみつ せつこ

金光 節子さん金光 節子さん

悠優かしま居宅介護支援事業所

ほっと一息つけるリラックスタイム

ドライブ中の音楽鑑賞と読書
通勤時の車の中で好きな音楽のＣＤを聞くこと、そして本を読む時
間です。今はMrs. GREEN APPLEやSUPER BEAVERなど
日本の曲を聴いています。歌詞が好きで、片道30分、運転中に流し
ています。通っている美容院の方がミックスＣＤを作ってくださっ
たことがきっかけで、若い人たちが聴くような曲も含め、何でも聴
くようになりました。
また、昔から小説が好きで、時間があれば読書しています。最近は
湊かなえの作品など、一気に読破できるようなサスペンスやミス
テリー小説を読んでいます。

支えとなった思い出と恩人とのエピソード

先輩のさりげない一言が救いに
仕事を始めたばかりの頃、「自分は何もできない」と悩んだことが。
当時は、「迷惑をかけたくない」「自分で最後までやる」というお気
持ちが強い利用者様が多く、私たちがしてあげたいこととご希望が
合致しないケースが多々ありました。利用者様はお手伝いが必要な
状況で、遠方のご家族様からお願いされているにもかかわらず、な
かなか受け入れてもらえない。利用者様と私たちのサービスをうま
くつなげられず、「ご支援ができてない」と感じていました。そんな
ときに、ヘルパーの先輩が「それでも少しはできたんじゃない」と、
さらりと言ってくださったのです。自分はだめだと思っていたため、
その言葉に本当に救われた気持ちになりました。今でも感謝してお
り、心の支えになっています。

後輩職員に望む成長と伝えたい経験

チームで動くことができる
職員になってほしい
後輩の皆さんには、まずお互いを尊重し、一人で抱え込ま
ずに周囲と協力し合うことを意識してほしいと願ってい
ます。それが、利用者様が最善のケアを受けられることに繋
がるからです。また、経験から伝えたいのは、まずは自分を
大切にしてほしいということ。私たちは、相手のために尽く
す仕事に携わっています。自分や自分の家族を大切にできて
こそ、利用者様も大切にできるのではないでしょうか。そし
て、どの利用者様に対して常に同じ心持ちで、同じよう
に接することを心がけてほしいと思います。

後輩の皆さんへ

できることを積み重ね、自分の仕事
に自

信を持ってください。長くこの仕事
を続

ける上で大切なのは、同僚や家族、
友人

など、自分の気持ちを話せる人や相
談で

きる人がいることだと思います。

後輩の皆さんへ

できることを積み重ね、自分の仕事に自

信を持ってください。長くこの仕事を続

ける上で大切なのは、同僚や家族、友人

など、自分の気持ちを話せる人や相談で

きる人がいることだと思います。


